
 

 

≪令和の学校運営について≫ 

 来年度から、浜田市の小中学校で「コミュニティー

スクール」が始まります。コミュニティースクールと

は、保護者や地域の方に、それぞれの立場から「学校

運営」にかかわっていただき、「地域みんなで子供たち

を育てよう」というものです。 

 そのためには保護者の方、地域の方に学校運営の状

況について知っていただく必要があると思います。子

供たちの頑張りや活動・学習の様子は便り等でお知ら

せしたり、直接見ていただいたりする機会があります

が、学校運営については皆無と言ってもいいのではな

いでしょうか。 

 そこでこれから時々、学校だよりを使って、今の学

校運営、特に学校運営の課題について書かせていただ

きたいと思います。 

 ニュース等では、教員不足や働き方改革が話題にな

ります。もちろん学校運営上の大問題ですが、課題は

それだけではありません。 

 今回は「授業時間の確保と行事の精選」について書

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営の課題 その１ 

「授業時間の確保と行事の精選」 
 まず「昭和・平成・令和時間割」をご覧ください。

これは各時代の６年生の時間割の例です。 

★が減っていることが分かると思います。実は

この枠を使ってクラブ活動・児童会活動・行事の準備

や練習、さらに学校運営に必要不可欠な職員会議等を

行ってきました。 

令和２年度から、「令和の時間割」がスタートし、

★がたった一つになってしまいました。当然ですが、

文科省が定めた学習指導要領に示された学習は確保

しなくてはいけません。クラブ活動も児童会活動も学

習指導要領に示されています。とすれば、削減できる

のは「行事等の準備や練習」ということになります。

（職員会は枠外で実施です。） 

準備や練習の時間が少なくなれば、行事の廃止や縮

小は必然です。浜田市全体で行う陸上大会・体操大会

や音楽祭なども、それを踏まえて実施方法が変更にな

っています。岡見小学校の「運動会の半日開催」「学習

発表会から学習成果発表会への変更」なども同様です。 

コロナが終わったので、 
元に戻してもいいんじゃない？ 
確かに、行事縮小の一義的な理由はコ

ロナ対策でした。「何を実施すべきか」

「どうすれば実施できるか」と、目的論

にまで立ち返り、悩みに悩み、考えに考

え抜きました。（私が特に悩んだのは修

学旅行と運動会でした。） 

 しかし、これまでに説明したように、

令和の教育に対応するには、行事の削減

や縮小は必要不可欠なものです。たまた

まコロナとタイミングが一致したに過

ぎないと思っています。 
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めざす学校像 令和６年 

６月３日 

№５ 

（通算№710） 

校長 細川寿俊 

昭和：土曜日も授業 ★が４枠  

土曜午後に活動することもあった。 

平成：H１４年に週休２日導入 

授業時数･内容が減 ★が3枠 

令和：英語２時間 一人一台 PC 

授業時間数・学習内容ともに増加       

★が１枠 

➪ 英語に PC…我々大人が経験し

た昭和や平成の学びとは大きく

異なる学びをしています。PC で

プレゼン…今では当たり前です。 

たくさんの学習内容や多様な

学びに対応するには、授業時間や

授業準備の時間の確保は必要不

可欠です。 

➪ ★が１枠しかなく、行事の準備

や練習に使う時間を以前のように

は確保できません。 

人権尊重を基盤として 

これからの時代を生き抜く 

心優しくたくましい 

岡見っ子の育成 

左が令和、右が平成最後

の学習指導要領解説（算数

編）です。一目で厚さの違い

が分かります。平成が 223

ページなのに対して令和は

400ページにもなっていま

す。私たち教員も、この分厚

さに愕然としました。（厚さは
異なりますが、このような解説の冊

子が全教科にあります。） 


